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古
筆
切
拾
塵
抄
・
続
（
十
二
）
│
入
札
目
録
の
写
真
か
ら
│
小
島
孝
之
は
じ
め
に
今
回
は
若
干
時
代
を
や
や
後
に
す
る
昭
和
七
年
十
月
十
八
日
の
入
札
目
録
『
天
埜
家
愛
蔵
品
入
札
並
売
立
目
録
』
を
取
り
上
げ
る
。
タ
イ
ト
ル
に
「
入
札
並
売
立
」
と
銘
打
つ
目
録
は
、
名
古
屋
美
術
倶
楽
部
で
行
わ
れ
た
入
札
に
特
徴
的
な
も
の
で
、
前
半
に
入
札
に
供
さ
れ
る
品
物
の
写
真
が
番
号
を
振
っ
て
並
べ
ら
れ
、
後
半
に
番
号
な
し
で
売
立
品
の
写
真
が
並
べ
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
前
半
の
入
札
品
は
一
ペ
ー
ジ
に
一
点
の
全
体
を
写
し
た
写
真
が
掲
載
さ
れ
る
。
古
筆
切
で
言
え
ば
、
掛
け
軸
全
体
を
写
し
た
写
真
と
古
筆
切
の
部
分
を
ア
ッ
プ
に
写
し
た
写
真
と
が
並
置
さ
れ
る
場
合
が
多
い
の
だ
が
、
売
立
品
に
な
る
と
、
一
ペ
ー
ジ
に
二
点
乃
至
数
点
の
小
さ
い
写
真
が
掲
載
さ
れ
、
ア
ッ
プ
の
写
真
は
な
い
。
本
目
録
も
例
に
漏
れ
ず
、
そ
う
い
う
定
型
通
り
に
作
ら
れ
て
い
る
の
で
、
売
立
品
の
写
真
は
小
さ
く
、
鮮
明
さ
に
欠
け
る
の
は
如
何
と
も
し
が
た
い
。
お
そ
ら
く
そ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、『
古
筆
学
大
成
』
は
本
目
録
か
ら
資
料
の
採
集
を
行
っ
て
い
る
の
だ
が
、
売
立
品
の
部
分
に
つ
い
て
は
写
真
を
転
載
せ
ず
、
釈
文
の
み
を
掲
げ
る
に
と
ど
め
て
い
る
。
妥
当
な
措
置
で
あ
る
と
思
う
が
、
不
鮮
明
な
り
に
そ
の
書
写
の
様
態
を
観
察
す
る
こ
と
に
は
、
そ
れ
は
そ
れ
で
意
味
が
な
い
わ
け
で
も
な
い
と
考
え
る
の
で
、
こ
こ
に
取
り
上
げ
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
の
で
あ
る
。
入
札
品
の
部
は
す
べ
て
『
古
筆
学
大
成
』
に
鮮
明
な
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
概
略
の
み
を
指
摘
し
て
お
く
だ
け
に
し
よ
う
。
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一
　
入
札
品
の
部
番
号
は
、
目
録
に
記
さ
れ
た
番
号
を
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
の
で
、
番
号
が
飛
ぶ
箇
所
も
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。
一　
佐
竹
侯
爵
伝
来　
信
実　
三
十
六
歌
仙　
猿
丸
太
夫　
詞
書
後
京
極
良
経
卿
言
わ
ず
と
知
れ
た
「
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
」
で
あ
る
。（
な
お
、
標
題
に
記
さ
れ
た
表
具
の
説
明
は
割
愛
し
た
。）
こ
れ
が
、
こ
の
入
札
会
の
目
玉
な
の
で
あ
ろ
う
。「
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
」
は
令
和
元
年
の
京
都
国
立
博
物
館
の
秋
の
特
別
展
で
全
て
が
公
開
さ
れ
る
（
僅
か
に
例
外
は
あ
る
が
）
と
い
う
久
々
の
大
公
開
だ
っ
た
の
で
直
接
目
に
触
れ
た
方
も
お
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
三　
俊
忠　
伊
丹
切　
巻
頭　
は
な
の
か
を
い
わ
ゆ
る
「
二
十
巻
本
歌
合
」
の
内
の
『
左
京
大
夫
道
雅
西
八
条
家
障
子
絵
歌
合
（
左
京
大
夫
八
条
山
荘
障
子
和
歌
合
と
も
）』
と
『
寛
平
御
時
后
宮
歌
合
』
と
を
写
し
た
巻
物
が
兵
庫
県
伊
丹
の
小
西
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
昭
和
三
年
に
分
割
し
た
際
に
、「
伊
丹
切
」
と
命
名
さ
れ
た
と
い
う
。
本
断
簡
は
そ
の
内
の
『
寛
平
御
時
后
宮
歌
合
』
の
冒
頭
部
分
で
あ
る
。
元
の
巻
子
本
に
は
巻
末
に
、
弘
化
三
年
の
大
倉
好
斎
に
よ
る
鑑
定
識
語
が
付
さ
れ
て
お
り
、「
寛
平
御
時
后
宮
歌
合
」
の
部
分
は
藤
原
俊
忠
の
筆
跡
と
鑑
定
さ
れ
て
い
た
と
い
う
（
春
名
好
重
『
古
筆
大
辞
典
』
に
よ
る
）。
分
割
さ
れ
た
た
め
に
現
在
は
所
在
不
明
に
な
っ
て
い
る
部
分
も
あ
る
よ
う
で
、『
古
筆
学
大
成
』
は
こ
の
天
埜
家
の
入
札
目
録
の
写
真
を
転
載
し
て
い
る
。
四　
顕
輔
卿　
鶉
切　
み
な
人
は
『
古
今
集
』
巻
十
六
（
847
番
―
848
番
）
で
、
鶉
と
下
草
の
下
絵
が
見
ら
れ
る
。『
古
筆
学
大
成
』
に
は
「
個
人
蔵
」
と
し
て
原
寸
大
の
鮮
明
な
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
伝
称
筆
者
は
院
政
期
の
藤
原
顕
輔
に
擬
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
は
も
っ
と
時
代
が
下
る
鎌
倉
後
期
の
写
本
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
（『
古
筆
学
大
成
』
の
解
説
が
指
摘
）。
な
お
、
当
該
断
簡
は
、
天
野
家
以
前
に
、
昭
和
三
年
六
月
四
日
の
『
瓢
々
庵
氏
所
蔵
品
入
札
』
に
出
て
お
り
、
こ
の
後
、
昭
和
十
一
年
一
月
十
六
日
の
『
柴
山
青
松
軒
並
某
家
所
蔵
品
売
立
』
に
も
出
品
さ
れ
て
い
る
。
五　
本
願
寺
伝
来　
西
行　
仮
名
文
流
麗
な
仮
名
の
散
ら
し
書
き
の
書
状
で
あ
り
、
署
名
等
筆
者
を
特
定
す
る
手
掛
か
り
は
な
い
。
西
行
の
真
筆
の
書
状
と
比
べ
れ
ば
、
到
底
西
36
行
の
筆
跡
で
は
あ
り
え
な
い
の
だ
が
、
古
筆
見
に
よ
る
鑑
定
で
は
、
往
々
に
し
て
こ
う
し
た
仮
名
の
散
ら
し
書
き
の
書
状
を
西
行
筆
と
極
め
て
い
る
場
合
が
多
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。「
本
願
寺
伝
来
」
と
あ
る
か
ら
、
そ
れ
相
当
に
珍
重
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。「
竪
八
寸
九
分　
巾
一
尺
八
寸
三
分
」
と
付
記
さ
れ
て
い
る
。（
図
１
）。
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女
性
の
消
息
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
京
を
出
て
西
国
へ
旅
に
出
る
途
中
に
京
へ
書
き
送
っ
た
書
状
で
あ
ろ
う
か
。
前
半
が
欠
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
六　
定
家
卿　
龍
形
切　
三
輪
山
龍
田
山
伝
定
家
筆
の
『
拾
遺
愚
草
』
の
断
簡
で
あ
る
。
定
家
様
の
筆
跡
で
は
あ
る
が
、
定
家
真
筆
で
は
あ
り
え
な
い
。『
古
筆
学
大
成
』
は
当
該
断
簡
を
昭
和
四
年
六
月
十
日
の
『
尾
州
佐
野
弥
高
亭
所
蔵
品
入
札
目
録
』
か
ら
転
載
し
て
、
十
三
世
紀
後
半
の
書
写
と
推
定
し
て
い
る
が
、
妥
当
な
想
定
で
あ
ろ
う
。『
古
筆
学
大
成
』
で
小
松
茂
美
氏
は
「
竜
の
丸
紋
を
あ
ら
わ
し
た
唐
紙
」
と
述
べ
て
お
り
、
春
名
好
重
『
古
筆
大
辞
典
』
は
「
料
紙
に
龍
の
文
様
が
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
。
小
松
氏
は
「
確
認
し
た
の
は
、
こ
の
一
葉
の
み
。」
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
数
点
の
ツ
レ
が
見
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
の
一
つ
、
久
曾
神
昇
氏
旧
蔵
の
古
筆
切
を
紹
介
し
た
『
歌
び
と
達
の
競
演
』
に
一
点
が
あ
り
そ
の
解
説
中
に
、
日
比
野
浩
信
氏
は
ツ
レ
を
関
西
大
学
所
蔵
の
二
面
分
一
幅
が
あ
る
と
し
た
上
で
、「
関
西
大
学
所
蔵
切
に
は
、
料
紙
に
丸
龍
紋
が
刷
り
出
さ
れ
て
い
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
他
に
管
件
に
入
っ
た
も
の
で
は
、
平
成
七
年
の
『
柏
林
社
古
書
目
録
』
掲
載
断
簡
に
、「
龍
文
雲
母
摺
料
紙
」
と
付
記
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
状
況
か
ら
「
龍
形
切
」
の
命
名
の
由
来
は
明
瞭
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
久
曾
神
氏
旧
蔵
品
に
は
文
様
が
見
え
な
い
な
ど
、
文
様
の
な
い
部
分
も
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
に
気
づ
い
た
ツ
レ
を
列
挙
し
て
お
く
と
、
大
正
十
二
年
四
月
二
十
九
日
の
『
耕
雲
庵
糟
谷
半
醒
子
所
蔵
売
立
』
所
載
の
1902
～
1904
の
十
行
（『
古
筆
切
資
料
集
成 
三
』
に
翻
刻
あ
り
）、
昭
和
三
年
十
一
月
『
第
二
回
綜
合
美
術
名
品
展
』
所
載
の
1917
～
1919
の
十
二
行
（
十
行
と
二
行
を
貼
り
合
わ
せ
て
あ
る
）、
平
成
十
七
年
一
月
の
『
中
尾
松
泉
堂
古
典
目
録
』
所
載
の
1933
～
1935
／
1899
～
1901
の
十
九
行
（
九
行
と
十
行
を
貼
り
合
わ
せ
て
あ
る
）、
古
書
店
「
玄
海
楼
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
1816
～
1818
の
六
行
が
あ
り
、
す
べ
て
合
わ
せ
る
と
九
葉
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
か
ら
見
て
、
元
の
冊
子
は
一
ペ
ー
ジ
に
十
行
が
書
写
さ
れ
て
い
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
二
　
古
筆
手
鑑
『
藻
塩
草
』
三
五　
古
筆
手
鑑　
藻
塩
草
国
宝
の
『
藻
塩
草
』（
京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
）
と
は
異
な
る
同
名
の
古
筆
手
鑑
で
あ
る
。
十
六
葉
の
古
筆
切
の
鮮
明
な
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
す
べ
て
が
名
物
切
で
あ
り
、
そ
の
質
の
高
さ
は
目
を
見
張
る
38
も
の
が
あ
る
。
こ
こ
に
収
録
さ
れ
た
切
は
す
べ
て
『
古
筆
学
大
成
』
に
収
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
簡
略
に
要
点
の
み
記
し
て
お
く
。（
図
２
）図２
1　
道
風　
本
阿
弥
切
『
古
今
集
』
巻
十
八
（
971
～
972
番
）
の
八
行
。
現
在
は
サ
ン
リ
ツ
服
部
美
術
館
の
所
蔵
。
2　
源
順　
栂
尾
切
『
万
葉
集
』
巻
八
（
1430
～
1432
番
）
の
八
行
。
巻
七
・
八
に
は
栂
尾
切
を
模
し
た
と
看
做
さ
れ
る
鎌
倉
時
代
写
の
「
栂
尾
類
切
」
が
あ
り
、
本
断
簡
も
そ
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
。『
古
筆
学
大
成
』
に
は
「
個
人
蔵
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
3　
基
俊　
多
賀
切
藤
原
基
俊
真
筆
の
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
断
簡
。「
紅
梅
」（
96
～
100
番
）
の
八
行
。
現
在
の
所
在
は
不
明
だ
が
、『
瑞
穂
帖
』
や
『
三
十
回
手
鑑
』
に
複
製
さ
れ
て
い
る
。
4　
俊
成　
日
野
切
藤
原
俊
成
真
筆
の
『
千
載
集
』
の
断
簡
。
撰
者
自
筆
本
と
し
て
極
め
て
意
義
の
あ
る
写
本
。
巻
十
六
（
963
～
964
番
）
の
十
行
。『
古
筆
学
大
成
』
に
は
「
個
人
蔵
」
と
し
て
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
5　
佐
理　
紙
撚
切
伝
藤
原
佐
理
筆
『
道
済
集
』（
232
～
233
番
）
の
六
行
の
断
簡
。『
古
筆
学
大
成
』
に
は
「
個
人
蔵
」
と
し
て
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
6　
小
大
君　
香
紙
切
散
逸
歌
集
『
麗
花
集
』
の
断
簡
十
行
。
巻
十
の
一
部
か
。『
古
筆
学
大
成
』
に
は
同
じ
く
「
個
人
蔵
」
と
し
て
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
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書
芸
文
化
院
の
複
製
『
香
紙
切
』
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
7　
西
行　
歌
合
切
伝
西
行
筆
の
「
月
輪
切
」
で
、『
宮
河
歌
合
』（
35
～
36
番
）
の
十
行
。
昭
和
五
十
三
年
六
月
の
「
第
八
回
茶
美
の
会
」
目
録
に
出
て
い
る
か
ら
、
現
存
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、『
古
筆
学
大
成
』
は
『
三
十
回
手
鑑
』
の
写
真
を
転
載
し
て
い
る
。
8　
宗
尊
親
王　
元
暦
万
葉
切
元
暦
元
年
（
一
一
八
四
）
の
校
合
奥
書
が
あ
る
こ
と
か
ら
「
元
暦
校
本
万
葉
集
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。『
万
葉
集
』
巻
七
（
1085
～
1086
番
）
の
断
簡
で
あ
る
。
巻
四
は
か
つ
て
有
栖
川
宮
家
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
の
で
「
有
栖
川
切
」
と
称
さ
れ
、
巻
十
四
の
断
簡
は
か
つ
て
大
阪
に
あ
っ
た
の
で
「
難
波
切
」
と
称
さ
れ
る
。
筆
者
も
巻
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
に
鑑
定
さ
れ
て
い
る
が
、
巻
四
や
巻
二
十
の
筆
者
と
し
て
宗
尊
親
王
の
名
が
擬
さ
れ
る
が
、
実
際
の
書
写
は
も
っ
と
古
く
、
平
安
時
代
に
遡
る
。『
古
筆
学
大
成
』
は
複
製
手
鑑
の
『
瑞
穂
帖
』
の
図
版
を
転
載
し
て
い
る
。
旧
版
の
『
書
道
全
集
』
で
は
、
天
野
三
郎
氏
蔵
藻
塩
草
を
出
典
と
明
記
し
て
い
る
。
9　
行
成　
朗
詠
集
切
藤
原
行
成
を
伝
称
筆
者
に
擬
す
る
『
和
漢
朗
詠
集
』（
418
～
420
番
）
の
断
簡
。
伝
行
成
筆
「
雲
紙
和
漢
朗
詠
集
」
と
い
う
と
、
現
在
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
に
保
管
さ
れ
る
上
下
二
巻
の
完
本
が
あ
る
が
、
そ
れ
と
は
別
筆
の
伝
行
成
筆
の
「
雲
紙
和
漢
朗
詠
集
」
の
断
簡
が
存
在
す
る
。
本
断
簡
は
そ
の
一
つ
。『
古
筆
学
大
成
』
に
は
「
個
人
蔵
藻
塩
草
」
と
し
て
大
き
な
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
10　
忠
家　
歌
合
切
「
二
十
巻
本
歌
合
」
の
内
の
『
山
家
三
番
歌
合
』（
1
～
2
番
）
の
断
簡
。『
古
筆
学
大
成
』
は
「
個
人
蔵
」
と
し
て
大
き
な
写
真
を
掲
載
し
て
い
る
。
こ
の
歌
合
は
実
際
に
は
も
っ
と
多
く
の
筆
者
の
分
担
書
写
な
の
だ
が
、
古
筆
見
に
よ
る
鑑
定
は
、
藤
原
忠
家
筆
「
柏
木
切
」
と
藤
原
俊
忠
筆
「
二
条
切
」
に
ほ
ぼ
二
分
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
の
擬
定
に
何
の
根
拠
も
な
い
の
だ
が
、
そ
れ
に
従
え
ば
、
こ
れ
は
「
柏
木
切
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
11　
雅
経　
今
城
切
飛
鳥
井
雅
経
を
伝
称
筆
者
と
す
る
『
古
今
集
』
巻
十
六
（
849
～
850
番
）
の
断
簡
。
実
際
の
筆
者
は
藤
原
教
長
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
40
れ
て
い
る
。『
古
筆
学
大
成
』
に
は
「
個
人
蔵
」
と
し
て
原
寸
大
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
12　
顕
輔　
鶉
切
『
古
今
集
』
の
巻
十
三
（
645
～
647
番
）
の
断
簡
。「
鶉
切
」
に
つ
い
て
は
前
出
。『
古
筆
学
大
成
』
に
は
「
個
人
蔵
藻
塩
草
」
と
し
て
原
寸
大
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
13　
俊
忠　
歌
合
切
「
二
十
巻
本
歌
合
」
の
内
の
「
元
永
二
年
内
大
臣
忠
通
歌
合
」（
47
～
48
番
）
の
断
簡
。
10
と
同
じ
こ
と
に
な
る
が
、
伝
称
筆
者
は
藤
原
俊
忠
な
の
で
、
こ
れ
は
「
二
条
切
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。『
古
筆
学
大
成
』
は
『
瑞
穂
帖
』
の
図
版
を
転
載
し
て
い
る
。
14　
俊
頼　
丹
地
古
今
集
切
『
古
今
集
』
巻
十
三
（
1109
・
650
～
651
番
）
の
断
簡
。
料
紙
の
地
色
が
朱
な
の
で
、
こ
う
呼
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
が
、
一
般
的
に
は
「
巻
子
本
古
今
集
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
の
ツ
レ
で
あ
る
。
美
麗
な
唐
紙
を
繋
い
だ
巻
子
本
で
あ
り
、
大
倉
集
古
館
蔵
の
仮
名
序
一
巻
と
平
瀬
家
蔵
の
巻
十
三
の
零
巻
が
ま
と
ま
っ
た
形
で
残
っ
て
い
る
（
と
も
に
複
製
が
存
す
る
）
他
は
す
べ
て
断
簡
に
な
っ
て
い
る
。『
古
筆
学
大
成
』
は
複
製
手
鑑
の
『
夏
か
げ
』
の
図
版
を
転
載
し
て
い
る
。
15　
寂
蓮　
右
衛
門
切
伝
寂
蓮
筆
の
『
古
今
集
』
巻
一
（
68
）
の
断
簡
。
巻
末
な
の
で
左
半
分
に
3
行
分
ほ
ど
の
余
白
が
あ
る
。
こ
れ
は
現
在
、
畠
山
記
念
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
16　
為
家　
姫
路
切
藤
原
定
家
撰
の
『
源
氏
物
語
』
と
『
狭
衣
物
語
』
と
の
中
の
歌
を
番
え
た
『
物
語
百
番
歌
合
』（
7
番
）
の
断
簡
で
あ
る
。
美
麗
な
料
紙
に
筆
写
さ
れ
て
い
る
。『
古
筆
学
大
成
』
は
当
目
録
の
写
真
を
転
載
し
て
い
る
。
以
上
で
『
藻
塩
草
』
収
録
の
古
筆
切
の
写
真
は
す
べ
て
で
あ
る
が
、
こ
の
手
鑑
の
そ
の
後
を
考
え
る
と
、
一
部
の
古
筆
切
は
手
鑑
か
ら
剥
が
さ
れ
て
売
却
さ
れ
た
も
の
の
、
あ
る
程
度
は
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
、
某
個
人
の
所
有
に
帰
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
他
に
ど
の
よ
う
な
古
筆
切
が
収
録
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
図３
雅
経
卿　
今
城
切　
瀧
の
歌　
（
90
頁
）
標
題
の
通
り
の
「
今
城
切
」
で
あ
る
。『
古
今
集
』
巻
十
七
（
924
～
926
番
）
の
断
簡
で
あ
る
。『
古
筆
学
大
成
』
は
、
こ
の
天
埜
家
の
目
録
で
は
な
く
、
昭
和
三
年
六
月
四
日
の
『
瓢
々
庵
氏
所
蔵
品
入
札
目
録
』
所
載
の
同
一
古
筆
切
の
写
真
を
翻
刻
し
、
釈
文
の
み
を
掲
げ
て
写
真
は
載
せ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
も
、
瓢
々
庵
の
目
録
の
写
真
の
方
を
転
載
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
承
均
法
師
た
か
た
め
に
ひ
き
て
さ
ら
せ
る
ぬ
の
な
れ
や
よ
を
へ
て
み
れ
と
ゝ
る
ひ
と
も
な
き
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三
　
売
立
品
の
部
前
述
し
た
よ
う
に
、
売
立
の
部
の
写
真
は
小
さ
く
、
不
鮮
明
な
の
で
確
認
し
づ
ら
い
所
が
あ
る
の
だ
が
、
以
下
に
写
真
と
翻
刻
を
試
み
る
。
順
番
を
示
す
番
号
が
振
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
掲
載
順
に
「
標
題
」
を
掲
げ
て
記
述
す
る
。
道
風　
四
半
切　
（
89
頁
）
写
真
が
不
鮮
明
過
ぎ
て
殆
ど
読
め
な
い
。
辛
う
じ
て
分
か
る
こ
と
は
、
詠
者
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
な
の
で
私
家
集
の
切
で
あ
る
ら
し
い
こ
と
、
歌
は
一
首
二
行
書
き
ら
し
い
こ
と
、
詞
書
は
か
な
り
低
く
書
か
れ
て
い
る
ら
し
い
こ
と
等
が
印
面
か
ら
窺
わ
れ
る
の
で
、
道
風
と
い
う
伝
称
筆
者
名
が
正
し
い
と
仮
定
す
る
と
、「
小
島
切
」
即
ち
『
斎
宮
女
御
集
』
の
断
簡
で
あ
ろ
う
か
。『
古
筆
学
大
成
』
も
当
然
な
が
ら
こ
の
断
簡
に
つ
い
て
は
一
切
ふ
れ
て
い
な
い
。
一
応
写
真
を
転
載
す
る
が
翻
刻
は
不
可
能
な
の
で
割
愛
す
る
。（
図
３
）
図３
雅
経
卿　
今
城
切　
瀧
の
歌　
（
90
頁
）
標
題
の
通
り
の
「
今
城
切
」
で
あ
る
。『
古
今
集
』
巻
十
七
（
924
～
926
番
）
の
断
簡
で
あ
る
。『
古
筆
学
大
成
』
は
、
こ
の
天
埜
家
の
目
録
で
は
な
く
、
昭
和
三
年
六
月
四
日
の
『
瓢
々
庵
氏
所
蔵
品
入
札
目
録
』
所
載
の
同
一
古
筆
切
の
写
真
を
翻
刻
し
、
釈
文
の
み
を
掲
げ
て
写
真
は
載
せ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
も
、
瓢
々
庵
の
目
録
の
写
真
の
方
を
転
載
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
承
均
法
師
た
か
た
め
に
ひ
き
て
さ
ら
せ
る
ぬ
の
な
れ
や
よ
を
へ
て
み
れ
と
ゝ
る
ひ
と
も
な
き
42
　
　
　
　
　
　
　
　
神
退
法
師
き
よ
た
き
の
せ
ゝ
の
し
ら
い
と
く
り
た
め
て
や
ま
わ
け
こ
ろ
も
を
り
て
き
ま
し
を
　
　
龍
門
に
ま
う
て
ゝ
た
き
の
も
と
に
て
よ
め
る
な
お
、 『
古
筆
切
資
料
集
成　
一
』 も
翻
刻
を
載
せ
て
い
る
。 （
図
４
）図４
俊
成　
御
家
切　
よ
し
の
河　
　
（
91
頁
）
藤
原
俊
成
筆
「
御
家
切
」
の
『
古
今
集
』
巻
十
五
（
794
～
797
番
）
の
断
簡
で
あ
る
。『
古
筆
学
大
成
』
は
や
は
り
釈
文
の
み
を
載
せ
る
。『
古
筆
切
資
料
集
成　
一
』
は
、
昭
和
四
年
五
月
二
十
九
日
の
『
山
内
飽
霜
軒
所
蔵
品
入
札
売
立
目
録
』
の
方
の
写
真
に
よ
り
翻
刻
を
行
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
み
つ
ね
よ
し
の
か
ハ
よ
し
や
人
こ
そ
つ
ら
か
ら
め
は
や
く
い 
ひ
て 
し 
こ
と 
ハ
わ
す
れ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
 
よ
み
人
し
ら
す
よ
の
な
か
の
人
の 
こ
ゝ 
ろ
ハ
は
な
そ
め
の
う
つ
ろ 
ひ 
や
す
き
い
ろ 
に 
そ
あ
り
け
る
こ
ゝ
ろ
こ
そ
う
た
て
に
く
け
れ 
そ
め 
さ
ら
ハ
う
つ
ろ
ふ 
こ
と 
も
お
し 
か
ら 
ま
し
や
　
　
　
　
　
　
　
　
 
こ
ま
ち
い
ろ
み
え
て
う
つ
ろ 
ふ 
も
の
ハ
世
中
の
人
の 
こ
ゝ 
ろ
の
は
な 
に
そ 
あ
り
け
る
一
応
右
の
よ
う
に
読
め
る
が
、
不
鮮
明
で
文
字
の
一
部
の
み
が
判
読
で
き
た
り
、
よ
く
見
え
な
い
が
か
す
か
な
残
画
か
ら
推
測
し
た
部
分
は
□
で
囲
ん
だ
。「
山
内
飽
霜
軒
」
の
目
録
は
手
元
に
な
い
の
で
確
認
で
き
な
い
が
も
っ
と
鮮
明
な
写
真
が
載
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。（
図
５
）
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図５
寂
蓮　
右
衛
門
切　
秋
を
ゝ
き
て　
　
（
91
頁
）
伝
寂
蓮
筆
の
「
右
衛
門
切
」『
古
今
集
』
巻
五
（
279
番
）
の
断
簡
で
あ
る
。
そ
れ
な
り
に
読
む
こ
と
が
出
来
る
程
度
の
写
真
の
鮮
明
さ
は
本
断
簡
に
は
あ
る
。
そ
れ
で
も
、『
古
筆
学
大
成
』
は
釈
文
の
み
に
と
ど
め
て
写
真
は
載
せ
て
い
な
い
。『
古
筆
切
資
料
集
成　
一
』
は
こ
れ
も
翻
刻
を
行
っ
て
い
る
。
屋
上
屋
を
架
す
よ
う
だ
が
、
本
稿
で
も
左
に
本
文
の
翻
刻
を
記
す
。（
図
６
）
　
　
　
　
に
わ
し
に
き
く
の
は
な
め
し
　
　
　
　
け
る
と
き
に
哥
そ
へ
て
た
て
　
　
　
　
ま
つ
れ
と
お
ほ
せ
ら
れ
け
れ
　
　
　
　
は
よ
み
て
た
て
ま
つ
り
け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
い
ら
の
さ
た
ふ
む
秋
を
ゝ
き
て
と
き
こ
そ
あ
り
け
れ
き
く
の
花
う
つ
ろ
ふ
か
ら
に
い
ろ
の
ま
さ
れ
ハ
図６
源
三
位
頼
政　
古
今
集
切　
月
の
う
た　
　
（
92
頁
）
伝
源
頼
政
筆
の
「
古
今
集
切
」
巻
四
（
192
～
194
・
191
番
）
で
あ
る
。
44
伝
頼
政
筆
の
「
古
今
集
切
」
に
は
名
物
切
と
い
う
ほ
ど
の
も
の
は
な
く
、『
古
筆
名
葉
集
』
の
類
に
は
、「
同
（「
六
半
」
を
受
け
る
）
古
今
杉
原
」
と
い
う
の
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
現
実
に
は
伝
頼
政
筆
の
「
古
今
集
切
」
は
相
当
数
が
存
在
し
て
お
り
、『
古
筆
学
大
成
』
は
（
一
）
か
ら
（
四
）
ま
で
の
四
種
類
に
分
類
し
て
そ
れ
ぞ
れ
複
数
の
写
真
を
掲
載
し
て
い
る
。
管
見
で
は
そ
れ
以
外
に
も
、
た
っ
た
一
枚
だ
け
の
も
の
も
含
め
て
数
種
類
の
「
古
今
集
切
」
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
中
で
は
、（
一
）
と
（
四
）
の
残
存
枚
数
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
中
で
も
（
一
）
が
最
も
多
く
、
こ
れ
が
伝
頼
政
筆
「
古
今
集
切
」
の
中
心
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
当
該
断
簡
も
ま
さ
に
そ
の
（
一
）
の
断
簡
で
あ
る
。
本
断
簡
に
つ
い
て
は
、『
古
筆
学
大
成
』
は
何
も
触
れ
て
い
な
い
。
『
古
筆
切
資
料
集
成　
一
』
に
は
本
目
録
に
拠
る
翻
刻
が
あ
る
。（
図
７
）
さ
よ
中 
と 
よ
は
ふ
け
ぬ
ら
し 
か 
り
か
ね
の
き
こ
ゆ
る
そ
ら
に
月
わ
た
る
ミ
ゆ
　
　
こ
れ
さ
た
の 
み
こ 
の
家
の
哥
合
に
よ
　
　
め
る
　
　
　
　
　
　
　
　
お 
ほ 
え
の
ち 
さ 
と
月
ミ
れ
ハ
ち
ゝ
に
も
の
こ
そ
か
な
し
け
れ
我
身
ひ 
と 
つ
の
秋
に
ハ
あ 
ら 
ね
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ゝ
ミ
ね
ひ 
さ 
か
た
の
月
の
か
つ
ら
も
あ
き
は
な
を
も
み
ち
す
れ
は
や
て 
り
ま 
さ
る
ら
ん
し
ら
く
も
に
は
ね
う
ち
か
は
し
と
ふ
か
り
の
か
す 
さ
へ
み
ゆ
る
あ 
き 
の
よ
の
月
図７
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右
に
見
る
通
り
、
全
部
で
十
二
行
で
あ
る
。
こ
の
伝
頼
政
筆
「
古
今
集
切
」
に
は
一
面
十
行
か
ら
十
二
行
ま
で
の
も
の
が
あ
り
、
そ
の
点
で
不
審
は
な
い
よ
う
だ
が
、
写
真
を
つ
ぶ
さ
に
見
る
と
、
末
尾
の
二
行
が
そ
の
前
の
歌
と
の
間
隔
が
非
常
に
狭
く
、
い
さ
さ
か
不
自
然
な
感
じ
が
す
る
。
そ
も
そ
も
こ
の
二
行
は
冒
頭
の
「
さ
よ
中
と
」
の
歌
の
前
に
あ
る
べ
き
も
の
で
、
歌
順
が
違
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
以
っ
て
異
本
の
本
文
と
考
え
る
の
は
早
と
ち
り
に
な
る
だ
ろ
う
。
末
尾
の
二
行
の
前
の
空
間
が
狭
す
ぎ
る
と
い
う
の
は
個
人
の
感
想
に
過
ぎ
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
さ
ら
に
写
真
を
丁
寧
に
観
察
す
る
と
、
こ
の
狭
い
間
隔
の
間
に
黒
っ
ぽ
い
線
の
よ
う
な
も
の
が
見
て
取
れ
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
線
は
二
枚
を
糊
で
貼
り
合
わ
せ
た
痕
跡
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
本
来
前
に
あ
っ
た
（
前
頁
か
裏
面
の
末
尾
に
あ
っ
た
）
二
行
を
順
序
を
間
違
え
て
後
ろ
に
貼
り
合
わ
せ
て
し
ま
っ
た
の
だ
、
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
例
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
断
簡
に
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
現
象
な
の
で
あ
る
が
、『
古
今
集
』
に
は
珍
し
い
。
な
ぜ
そ
ん
な
こ
と
を
し
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
と
し
か
言
え
な
い
。
二
条
為
氏
卿　
因
幡
切
伝
二
条
為
氏
筆
「
因
幡
切
」『
古
今
集
』
巻
五
（
249
～
251
番
）
の
断
簡
。
色
染
め
の
料
紙
に
楼
閣
や
人
物
等
の
文
様
を
空
摺
に
し
た
唐
紙
を
用
い
て
い
る
。
本
断
簡
で
も
空
摺
の
下
絵
が
は
っ
き
り
見
え
て
い
る
。
本
断
簡
も
写
真
は
比
較
的
鮮
明
な
の
だ
が
、『
古
筆
学
大
成
』
は
や
は
り
写
真
の
転
載
は
せ
ず
、
釈
文
の
み
を
掲
げ
て
い
る
。（
図
８
）
古
今
和
謌
集
巻
第
五
秋
哥
下
　
　
　
こ
れ
さ
た
の
み
こ
の
家
の
哥
合
の
う
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文 
屋 
や
す
ひ
て
ふ
く
か
ら
に
あ
き
の
く
さ
木
の
し
ほ
る
れ
ハ
む
へ
や
ま
か
せ
を
あ
ら
し
と
い
ふ
ら
ん
く
さ
も
木
も
い
ろ
か
ハ
れ
と
も
わ
た
つ
う
み
の
な
ミ
の
は
な
に
そ
あ
き
な
か
り
け
る
　
　
あ
き
の
う
た
あ
は
せ
し
け
る
時
に
よ
め
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紀
よ
し
も
ち
淑
望
も
ミ
ち
せ
ぬ
と
き
ハ
の
や 
ま 
は
ふ
く
か
せ
の
を
と
に
や
あ
き
を
き
ゝ
わ
た
る
ら
ん
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図８
以
上
で
『
天
埜
家
愛
蔵
品
入
札
並
売
立
目
録
』
に
収
録
さ
れ
た
古
筆
切
関
係
の
写
真
は
す
べ
て
で
あ
る
。
新
出
資
料
と
呼
べ
る
も
の
が
一
つ
も
な
い
の
は
い
さ
さ
か
残
念
で
は
あ
る
が
、
多
少
な
り
と
も
後
の
役
に
立
つ
点
が
あ
れ
ば
幸
い
と
す
べ
き
か
。
こ
れ
ら
以
外
に
、
元
政
上
人
の
和
歌
懐
紙
、
牡
丹
花
肖
柏
の
短
冊
、
本
阿
弥
光
悦
の
和
歌
懐
紙
、
同
歌
切
な
ど
が
見
ら
れ
る
が
、
古
筆
切
の
範
疇
に
は
入
ら
な
い
の
で
割
愛
す
る
こ
と
と
す
る
。
 
（
こ
じ
ま
・
た
か
ゆ
き　
成
城
大
学
名
誉
教
授
）
